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ジェイムズ・ワットの石炭燃料蒸気機関発明で
産業革命が起き、日本より小さい国が地球

の 4 分の 1を植民地にして大英帝国が繫栄した。
時代は流れ、化石燃料消費が地球を CO2 汚染で
深刻にし、脱炭素の EV・電気自動車が登場した。
自動車業界に門外漢のイーロン・マスクが TESLA
で参入して世界最大の EV 会社になった。SONY、
アップル、中国ファーウェイ、台湾ホンハイなど巨
人企業も新規参入で人工知能やロボット技術で自
動運転や無人運転の“走るスマホ”を狙う。EV の
2 台に1台は中国産で、50 万円 EV が中国で売れ、
京都市は日本製だと 7,000 万円する EV 市営バ
スを中国から1,500 万円で調達する。ホンダは中
国に EV 専用工場を構え、TESLA はジェノサイド
非難のウイグルにも販売店を増設した。トヨタが
1930年以来、米国最大のGMを抜いて首位に立っ
たが、それを蹴落とすべく、EU はガソリン車主体
の日本はずしで、CO2 排出ゼロの EV に舵を切っ
てガソリン車禁止を宣言した。フランスは 60 万基
の充電ステーションを設置して15 分充電 70 円で
提供、470 ㎞走行を可能にした。

EV 販売は、1 位 TESLA、2：五菱（中国）、3：
BYD（ 中国）、4：VW、5：RENAULT、6：現

代（韓国）、7：日産、8・9 位：中国、10：起亜・
KIA（韓国）で、トヨタはなんと 47 位。日本の自
動車産業従事者は 550 万人、エンジン不要とな
れば下請け業者 100 万人の失業者が出る。車は
HV・EV・PHV・FCV に大別できる。エンジンと
モーター動力で走る HV・ハイブリッドはモーター
補助で低燃費を実現、HYBIRD はイノシシとブタ
の掛合せイノブタを言う。EVはバッテリーモーター
だけで駆動する電気自動車 Electric Vehicle。エ
ンジンが無いので CO2 ゼロだが、長距離や渋滞、

エアコン電力消費でバッテリー切れリスクがある。
PHV・プラグインハイブリッドは外部充電できない
ハイブリッド車を充電可能にしてバッテリー切れし
ない。水素＋酸素で発電してモーター駆動するの
が FCV・燃料電池自動車。水の電気分解で、H2O

（水）に、＋と－の電極を当てて電流を通すと分解
して水素と酸素が発生する。その逆で水素と酸素
を融合させると⇒電気＋水が発生する！　トヨタや
ホンダの最先端技術は一瞬の 700 気圧水素ボン
ベ充填で 750 ㎞走る自家発電機搭載車。大気の
酸素は 20％、それに水素を結合させて電気と水
を作る。富士山頂で電気と真水を供給できる FCV
は、水素ボンベがあれば砂漠や無人島でも OKと
なる。電線や水道管不要で電力や水道会社は無く
なる。JR 南武線は FCV 電車を運用、一回の水
素充填で 140 ㎞走る。ただ、旅客機、海外船舶、
大型農業機械や土木工事の重機などバッテリー動
力だけで賄えるのか。そこに日本が生き残る方策を
トヨタは思案した。内燃機関でガソリンに代えて水
素を燃す！　そうすれば今のエンジン仕様を継続
できて下請け工場も生き残る！

動力源の進化でガソリンスタンドが街から消え、
産油国は元の砂漠に戻る。栃木市は利根川

水系の巴
う ず ま が わ

波川を利用した舟運で、江戸と結ぶ物資
集積所で商都として栄えていた。栃木市に東北本
線の駅を作る計画に反対運動が起きて、マイナー
な町であった宇都宮に駅は作られて県庁所在地に
繫栄し、栃木市は無名の街になった。反対したの
は汽車に積み荷を持って行かれると危惧した船運
送業者たちだった。「近きを図る者は貧し、遠くを
観る者は富む」とは、栃木県の発展に活躍した二
宮尊徳の言葉。まだ技術大国の日本が生き残れる
未来は洋 と々広がっている、そう願いたい。
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